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は じめに

本稿で取 り上げた 。DasRollwagenbUchlin"は1555年 に出版 された滑稽話集(初 版)で あ

る。 この書物に収め られているようなSchwankと 呼ばれる滑稽話 は16世 紀 の ドイ ツで数多

く出版 されているが、Schwank[<schwingen]と は、「韻文または散文で書かれ、面 白おか

しい着想 やコ ミカルな出来事 を一つの急所 に集約す るか、やや長 くて も短編小 説的な体裁

をとった、簡潔で逸話風 の物語。粗野で卑狼 な内容の もの もあれば、教訓 的傾向 をもつ も
1)

の もあ る」、 と説 明 され る。 従 って 限定 され た知識 階級 の言語 で は な く一般 庶民 に も理解 さ

れ る言語 で 書 か れ た もの で あ る た め 、 当 時 の 自然 な言 語 状 況 を知 る資 料 と して適 した も

の で あ る と考 え られ る。 さて こ こで 、 こ の滑 稽 話 集 の 著 者GeorgWickramに つ い て触

れ て お く と、Wickramは1505年Elsa13のKolmarに 生 まれ 、 後 に 同 地 の 裁 判 所 書 記

(Gerichtsschreiber)、 晩年 はBurkhe㎞(FreiburgとKolmarの 中 間)の 市書 記(Stadtschreiber)

の職 にあ った。 熱心 なプ ロテ ス タ ン トであ った た め カ トリ ックの町Kolmarを 去 った と言 わ

れて い る。宗 教改 革 の時 代 をプ ロ テス タン トと して生 きたWickramの 生 い立 ちは この著 作

にお いて も重 要 な背 景 となって い る よ うに思 われ る。 さて このSchwank集 の初 版 本 に は67

の話 が 収 め られ てお り、 そ の 中 には 農 民 、 聖 職 者 、 傭 兵 、 商 人 、 職 人 な どの登 場 人物 を
2)

扱 った話があるが、それらのうち本稿では傭兵が登場するSchwank第14話(S.30～32)に

絞 り、そ こに描 かれている内容 に関 して下線 を施 した部分 を中心 に語学的側面、意味的お

よび社会史的側面か ら考察 を加 えたい。(下 線、[]は 筆者)

使用テクス ト:
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Wickram,Georg:DasRollwagenbiichlin(1555) .TextnachderAusgabevonJohannes

Bolte.(Reclam)Stuttgart1968.

(現 代 語 訳Steiner,Gerhard:JorgWickram・DasRollwagenbuchlein.Berlin1957 .)

1

1.1.Vonzweyenlantzknechten,die .miteinanderinkriegzohen.

一緒 に 出 征 し た 二 人 の 傭 兵 に つ い て

・landsknechten:

さ て こ の 表 題 で は 共 に 戦 場 に 赴 く 二 人 の 傭 兵 が テ ー マ に 取 り上 げ ら れ て い る が 、 こ こ で

ま ず こ の 物 語 を 理 解 す る た め に 当 時 の 「傭 兵=frnhd.lantzknechte[nhd .Landsknechte]」

が ど の よ う な 存 在 で あ っ た の か に つ い て 考 え て み る 。Landsknechteに 関 し て は 一一般 的 に 次

の よ う な 解 説 が 見 ら れ る 。

La.ndsknechte:ursprl.seitdem15.Jh.diezuFu13kampfendendt .Soldner,diedie

Ritterheereablosten.{Meyersgrol3esTaschenlexikon)

Landsknechte:imGegensatzzudenSchweizerFul3truppenBezeichnungfurdievom

spaten15.biszumEndedes16.Jh.in
　Ksl.Lander"angeworbenen

Fuf3soldner.SchonfriihistdieUmdeutung
　Lanzknecht"belegt.

(LexikondesMittelalters)

Landsknechteに つ い てMeyerの 事 典 に は 、15世 紀 以 来 徒 歩 で 戦 っ た 傭 兵 で 騎 士 の 軍 隊 に

ヨラ

取 って代わった兵隊 とい う記述が見 られる。 また 「中世事典」では、皇帝の土地、つ まり

現在の ドイツの前身であ る神聖 ローマ帝国領内で徴募 された歩兵であ るとす る説明がなさ
4)

れてお り、類似 した語形 のLanzknechtと の混 同について も言及 され ている。15世 紀 まで

の ヨーロッパの戦争で は、君主に よって与 えられた土地(領 地)と 引 き替えに騎士 階級が

戦闘の義務 を負っていた と言われるが、重武装のため機動力 を失 った騎士部隊 に対 して、

い し弓、長弓、長槍 を持 った歩兵の密集部隊(現 金 をもらって戦 う大量の歩兵)の 方が優

勢 とな り、一騎打 ちの勝敗の足 し算 で全体の勝敗 が決まるとい う戦術 はこの時代で はもは
らラ

や通用 しな くなった と考 えられている。

数多 くの傭兵 をヨーロ ッパ各地 に送 り出 した ことではスイスが よく知 られているが、そ

の理由 として まずスイスが山岳地方 であることが挙 げ られる。耕地面積が極端 に少な く、

耕す土地 を持 たない男性 たちの多 くが傭兵 として出稼 ぎに出て生計 を立 てた と言われてい

る。 このようなスイス傭兵部隊 と ドイッのLandsknechte部 隊 との根本 的な相違は、スイス

傭兵部隊の場合、国の重要産業 として国家が管理 し組織 した部隊であったのに対 し、 ドイ
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ツのLandsknechte組 織は、没落 した.騎士貴族が個人の戦争企業家 とな り、 自ら傭兵隊長 と

して傭兵 を集め、戦時 にはそれ を王侯たちに売 りつ けて利益 を得る とい う私企業の経済活

動 として行われていた とい う点である。 また、Landsknechteが 誕生 したのは ドイッ南西部

であるが、 この地域 にはバイエル ン、ハ プスブルク家 のオース トリアを除いては有力 な諸

侯がお らず、弱小領邦(dasLand)の 密集地であった。土地が肥 えていたため人 口が多 く、

農家の次男、三男 には耕す十地がないこ とか ら傭兵 となった者、 あるいはこれ らの一・部が

都市に流れ込み、都市 の下層階級が膨張 してそこか ら押 し出される形で傭兵 になった者 も
　ラ

多 くい た と言 わ れ てい る。

さて前 述 の よう にLandsknechtは 、Lanzknechtと い う語 形 で別 の解 釈 が な され る こ とも

あ る。 このLanzknechtと い う語 形 はLanze(騎 士 槍)とKnecht(兵 士)を 組 み 合 わせ た

造語 と も解 され るが 、 実 際 にLandsknechtが 用 い たの はLanzeで は な く歩 兵 の長 槍(die
の

langenspiesze)で あ っ た ため、Lanzeを 携 えたKnechtと い う解釈 は成 り立 た な い。 さ ら

に この 語 の語 源 に 関 して は、 山岳 出 身 のス イス兵 と区別 して平 らな土 地(1)か ら来 た

Knecht(兵 士)(チ ロ ル な ど山岳 地 方 出身 の 兵士 もい た)、 国 土(Land)を 防 衛 す る兵士

(当時 に 国土 、祖 国 とい った概 念 があ ったか は疑 問)、 田舎(Land)で 徴 募 された兵 士(都

市 出身者 も多 くい た)、 ドイ ツ領 内か ら集 め た兵 十 、 あ るい は低 地 ドイ ツ語 の1antknechte
8)

(獄吏、廷吏)を 指す、な どの説が あるが まだ どれ も確 定的な ものではない。 また、中世
9)

低 地 ド イ ツ 語 に はlandesknecht:BewaffneterzuFuss(imDiensteinesLandesfursten)「 領
ユゆ

邦 君 主 に 臣従 す る歩 兵」 とい う説 明 も見 られ る。

・zohen:

さて語 学 的 に は、inkriegzohenのzohenに 見 られ るh-g間 の文 法 的子 音 交 替 につ いて 、

この場合 複 数 過去 形 にお い て もmhd.zugenの よ うには な らず 、zohenの まま子音 に交替 が

起 こっ てい な い点 が注 目され る。

1.2.Zwengutgesellenzohenmiteinanderinkrieg;andalsessickdannofftbegibt,wenn

mangemustertunnddieknechtgeschworenhaben,daf3mandiefenlinverschicket,

einshieher,dasanderdortaul3hin,alsokamendisezwengesellenauchvoneinander,daf3sy

langnitzusamenkamen,bi13da13einschlachtgeschachunnddiehaufengeurlaubtwurden.

二 人 の 気 の い い 若 者 が 共 に 出 征 し た 。 そ し て よ く あ る よ う に 、 徴 兵 検 査 を 済 ま せ て 傭 兵

た ち が 宣 誓 を す る と 、 あ る 部 隊 は こ ち らへ 、 ま た 別 の 部 隊 は あ ち ら へ と 派 遣 さ れ た 。 そ れ

で こ の 二 人 の 若 者 も ま た 互 い に 離 れ 離 れ に な り、 そ の 結 果 、 戦 闘 が 行 わ れ て 部 隊 が 解 雇 さ

れ る ま で 長 い 間 彼 ら は 互 い に 会 う こ と は な か っ た 。
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・zwengutgesellen:

まず こ こで は、 出征 して行 く二 人 の 若者(gesellen)に 対 してgutと い う形 容 詞 が添 え

られて い る。 この形 容詞 は 「気 の いい 、善 良 な」 といっ た意 味 で解釈 で きる もの と思 われ

るが、 これ と類似 して 。Einguterjungergesell(S.45)", 。einguterjungerlantzknecht(S.65)"

な ど同様 の例 が ここで挙 げた もの も含 めて12例 見 つ か ってい る11)0前述 の ようにLandsknecht

とな った若 者 には、 南 ドイ ッの 人 口増加 に伴 っ て耕 す土 地 を持 た ない農村 出 身者 、小 作 農

民 、 また徒 弟 、職 人 な ど都 市 部 の下 層 階級 出 身者 が 多 くい た。 これ らの人 々 の 中 には反体

制 派 で さ らに宗教 改 革支 持 者 が多 数 い た ため、 熱 心 なプ ロテ ス タ ン トであ り封建 勢力 に批

判 的 で あ ったWickramはgutと い う形 容詞 をgesellやlandsknechtと い う下層 民 を表す語

に添 える こ とに よって、 これ らの人 々 を粗 野 な暴徒 で はな く善 良 な民 衆 と して 好 意 的 に描
12)

いているのではないか と思われる。

・gemustert[hat]

この文で は完了の助動詞hatが 省略 されてお り、その後 に続 くdaftmandiefenlinver-

schicket[hat]に も同様 の現象が見 られるが、 このように副文内における完了助動詞の省

略 は頻繁 に行 われ るもので、 これはこの時代のテ クス トにお ける特徴的現象である と考 え

られる。 さて、出征 した これ らの若者 は徴兵検査(gemustert)を 受けることになるのだが、

この当時の募兵 についてBaumannは 次のように述べている。募兵の際 には、派手な衣装で

笛や太鼓 を打 ち鳴 らしなが ら村や町を練 り歩 き、一種の 「見世物興行」 をやる。書記係が

募兵 リス トに応募 者 の洗礼 名、苗字 、出身地 を書 き込み、傭 兵志願 者 は手付 け金(40

Kreuzer)を 受け取 る。そ して この瞬間か ら兵役義務が生 じる。 またこの手付 け金 は、遠

隔地 にあ る閲兵場への路銀 で、途中、兵十たちが盗みを働かないためのものであ った。閲

兵場 に着 くと行われるのが査閲であるが、その際 には健康 、能力の検査の他 に、 自前で持

参す る武器 も品定 めの対象 となった。優れた武器 を持 っていれ ばその分給金 も高 くなると

い うわけであ る。実際に査閲の際 には武具の貸 し借 りによる査 定のごまか しが横行 し、あ

るい はLandsknechtに はな り得 ないような女性や子供 まで もが兵士の格好 をして検査 を受

けさせ られ、兵員数 を水増 しす ることでその分増加 した支払い給金 を傭兵隊長(連 隊長)

が傭兵部隊の雇 い主であ る ドイツ諸侯 に高 く請求 し、実際 には存在 しない兵士 の分の給金

を自 らの利益 に していた とも言われている。 ドイッで は傭 兵隊長 は個人の戦争 企業家 で

あったため、傭兵部隊の編成 によって自らの利益 を追求す ることが何 よりも優先 されたの

であろ う。

・wenn[ ...]dieknechtgeschworenhaben:

knechtの 複数語尾eが 脱落す る語末音消失(Apokope)が ここには見 られる。 これは初

期新高 ドイッ語時代の上部 ドイツ語地域(ド イツ中南部)で は頻繁に見 られた現象で、 こ

れ も前述 の副文内における完了助動詞の省略 と並んでこの時代 に書 かれたテクス トの特徴
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であ ると言 えよう。 またこの現象 は名詞 に限 らず形容詞の格変化語尾(derreich[e],der

arm[e]な ど)や 、動詞の過去形語尾(spottet[e],antwortet[e]な ど)に も見 られ、特 に

後者の場合現在人称変化形 と同形 となるため、 この混同を避 けるため南 ドイツでは完了形

が発達 した とする考 えもある。

さて、査閲に引 き続いて行われるのが宣誓(geschworen)で ある。 ここでは軍人服務規

程が朗読 され、傭兵志願者 はその規程 を遵守するこ とを宣誓 した。 この軍人服務規程 には

忠誠の誓 い と軍法が記 されているのだが、軍規違反や無法行為 を罰す るため、手付 け金の

給付時か らすでに軍人服務規程遵守の予備宣誓が行 われ、 この規程が早い段階か ら適用 さ
13)

れ てい た と も言 わ れて い る。

・diefenlin:

現 代 語 のFahnleinに 対 応 す る この 語 はMeyersLexikonに よれ ば、 。im16.undl7.Jh.

untereinerFahnezusammengeschlossenerTruppenteilvon300-600Ful3volkoderReitern,",

つ ま りあ る一・つ の旗 の下 に編成 され た歩兵 部 隊 と説 明 され る もの で 、 この旗(diefenlin)

とい う語 に傭 兵 部 隊全 体 を象 徴 させ て用 い られて い る。 ちな み に この象 徴 的 な旗 を持 つ部

隊 の花 形 であ る旗 手 の 月給 は10Gulden、 一 般 の 兵士 で も4Guldenの 給 金 が 与 え られ た と

言 われて い る。 この4Guldenと い う金額 は 当時 で は職 人 の親 方 の給金 に相 当す る額 で あ っ

た ため 、 こ れ を考 え合 わせ る と傭 兵 とい う職 業 は貧 困 層 に と って 非 常 に魅 力 的 な稼 業 で

あ った と言 え るだ ろ う。

・einshieher ,dasanderdortaui3hin:

さて 、査 閲 と宣 誓 を済 ませ て傭 兵 とな った 二 人 の若者 が ば らば らに送 り込 まれ た先 の戦

地 を考 え る場 合 、特 に この時代 の特 殊事 情 と して まず ル ターの 宗教 改 革 が想 起 され る。 こ

の 改革 以 後 、南 ドイ ツの 農民 戦 争(1524)を は じめ、新 教 、 旧教 の対 立 が激 化 し、宗 派 の

違 う各 領 邦 問 での 戦 闘 にLandsknechtが 駆 り出 され る こ とが 多 か っ た とい う状 況 が あ る。

この こ とは、 テ クス トを理解 す るた め の背 景 と して 同時 に考 え合 わせ る こ とが で きる もの

か もしれ ない 。

・bi13da13:

現 代 語 で はbisは 、 その 後 のdadが 省 略 されbisの みで 従属 接 続 詞 と して用 い られ るが 、

原 文 で はbi13はdadに 導 か れ る名 詞節 を とって い るた め、 この場 合 のbi13に は前 置詞 的 な

性 格 が あ った もの と考 え られ る。

・geurlaubtwarden:

原 文 のgeurlaubtは 、verabschieden「 解任 す る」、entlassen「 解 雇 す る」 の意 味 を もつ

mhd.urloubenの 過 去分 詞 形 と して用 い られ た もの で 、現 代 語 で は この意 味 を表 す場 合 前

綴 りbe一 を付加 したbeurlaubenが 用 い られ る。be一 を もたな いnhd.urlauben「 休 暇 を とる」

には上 述 の意 味 は もはや認 め られず 、 またurloubenにbe一 を付 加 した前 綴 り動 詞 もMhd.
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には見当た らない。

II

II.1.Alssyaberimheimziehenwaren,kamenayauffderstral3ungeferlichwiderzusamen

unndreil3tenalsoeintagOderzwenmiteinander.Indemsichvilredenzwi-scheninn

begaben,wieeseimyedengangenwar.

し か し 彼 ら が 帰 郷 す る 途 中 、 彼 ら は 偶 然 に 道 で 再 会 し 、 そ こ で 一 日 、 二 日 を と も に 旅 し

て 歩 い た 。 そ の 間 に 、 そ れ ぞ れ の 身 に 何 が 起 こ っ た の か と い う こ と が 彼 ら の 間 で 多 く 語 ら

れ た 。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

こ こで は前 置 詞句 とsein動 詞 に よ る状 態 の表現 が 用 い られ て い るが、Steinerは この箇
ユの

所 を 。AlssieabernachHausezogen,"と い う動 作 の表 現 で現 代 語 に訳 して い る。

この よう に状 態 の表 現 が現 代 語 で は動作(状 態変 化)表 現 に訳 され る とい う例 は1515年

ユう　

に出 版 され た民 衆 本 。DilUlenspiegel"に も見 られ、 時代 に よ って好 まれ る表 現形 式 の違

いが 見 て取 れ る。

　　　　　　　　　　　　　

原 文 で はUngefahr「 偶 然 」 とい う名 詞 に 形 容 詞 語尾 一lichを 付 加 し、 現 代 語 の 。von

ungefahr"「 偶 然 に」 とい う意 味 で用 い られ て い るが現 代 語 に は この用 法 は な く、現 代 語

で はgefahrlich「 危 険 な」 とい う形 容詞 に接 頭辞un一 を付加 して 。ungefahrlich"「 危 険 のない」

とい う否 定 的意 味 を作 り出 して い るた め、 現代 語 との 問で造 語 法 と意 味 のず れが 見 られ る。

　　　　　　　

こ のindemは 副 詞indem(竺indessen「 そ の 間 に」)と して用 い られ てい る もの と思 わ

れ るが、 これ に続 くべ き定動 詞 が後 置 され て い るためindemが 従属 接 続詞 の よ うに作用 し、

結 果 と して主節 に相応 す る部分 が この文 には ない。

　　　　　　　　　　　

現在ge一 は完 了を表す指標 として過去分詞 に原則的 に添 え られ るが、中高 ドイツ語では

それ 自身に完了的意味 をもつgekommen,gefundenな どにge一 は不要で付加 されていなかっ

た。 しか しここに挙 げたgangenや あるいはglaubenの ように完了的な意味 をもたない語

にもge一が添 え られていないのは、語頭音 がg-、k一 で始 まる動詞の過去分詞で は、これ ら
ユの

の語頭音 とge一が同化 し、結果的にge一が脱落 したような形が現 れたためと思われる。
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II.2.Eswasaberdereinseerreichworden,vilgeltsandkleinotuberkommen,derander

hatgarnichts.Del3halbderTeichseinspottetandsprach:　 Wiehastduimdochgethon,

dal3dusogarnichtshastuberkommen?"Derarmantwortetandsprach:　 Ichhabmich

meinerbesoldungbeholffen,nitgespilt,nochdenarmenbaurendasirengenommen;sy

habenmichzulibelgedurt."

一 方 は 非 常 に 金 持 ち に な り
、 多 く の お 金 や 宝 石 を 手 に 入 れ た が 、 も う 一 方 は 何 も 持 っ て

い な か っ た 。 そ れ 故 に 金 持 ち の 方 が 嘲 笑 し て 言 っ た 。 「何 も 手 に 入 れ な か っ た な ん て お 前 は

何 を し て い た の だ 。」 貧 し い 方 の 男 は 答 え た 。 「私 は 自 分 の 給 金 で や り く り し た ん だ 、 遊 ぶ

こ と も せ ず 、 貧 し い 百 姓 か ら か れ ら の 持 ち 物 を 奪 う こ と も し な か っ た 。 か れ ら が ひ ど く気

の 毒 に 思 え た ん だ 。」

・was:

gangenwarの 過 去 分 詞warや 、eswasのwasに 見 られ る よ うに、 この テ クス トに は

mhd.sin/wesenの 過 去形 と してwasとwarが 並 存 してお り、文 法 的子 音 交替 の平 均 化 に

揺 れ が生 じて い るの が わか る。

・reichworden:

現 代 語 で は本動 詞 として用 い られ たwerdenの 過去分 詞 にはge一 が 添 え られ るが、werden

はそ れ 自身 に完 了 的 意味 を もっ てい る ため ここで はge一 が付 加 され てい ない。

・vilgelts:

vil(=nhd.viel)は こ こで は現 在 の よ うな形容 詞 で はな く名 詞 と考 え られて お り、 この

名詞vilに 具体 的 な 「物 」 が2格 でか か る とい うMhd.で の用 法 が、 この テキ ス トの書 か れ

た初 期 新 高 ドイ ツ語 時代 にお い て も用 い られ て い る。

・uberkommen:

この 語 は動詞 として は主 に 「(感覚、 感 情 が)襲 う」 とい う意 味 で現 在用 い られ るが 、 こ

こで は前 綴 りをbe一 に交 換 してbekommenの 意 味 で使 わ れ てい る。 この意 味 に近 い と思 わ

れ る 「受 け継 ぐ」 は現在 で は過 去 分詞 形 容詞 としてのuberkommenに 見 られ、 動 詞 と して

は古 く感 じ られ る よ うに なっ て い る。

・syhabenmichzulibelgedurt:

こ こで は片方 の傭 兵 が農 民 に対 して哀 れみ の感 情(gedurt[ニnhd.gedauert])を 抱 い て

い る こ とが 読 み取 れ るが、 前述 の よ うに 当時 の傭 兵 の 中 には、 農 家 出 身の耕 す 十 地 を持 て

な い若 者 が多 く含 まれ て いた とい う事 実 もあ る こ とか ら、 この テ クス トに描 かれ た傭 兵 も

同様 の境 遇 であ っ た こ とが 推測 され る。
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II.3.Disersprach:　 Sohorichwol,dubistderkriegereiner,denenJoannesinderwuste

prediget,sysoltensichaniremsoldbenugenlassen."　 Derarmantwortet:　 Ja,ichmeint,

eswerenitubelgethan."

金 持 ち の 方 が 言 っ た 。 「な る ほ ど 。 お 前 は 、 荒 野 で ヨ ハ ネ が 、 自 分 の 給 料 で 満 足 せ よ 、 と

説 教 を し た 兵 士 た ち の1人 な ん だ な 。」 貧 し い 方 が 答 え た 。 「あ あ 、 あ の 説 教 は 間 違 っ て は

い な い と 思 う よ 。」

・diser:

指示 代 名詞dieserは 現代 語 で は、 この語 の前 に述 べ られ た部分 に含 まれ る2つ の名 詞、

前 者 、後 者 の うち直前 にあ る名 詞 、つ ま り後 者 にあ た る語 を指 すが 、 ここで は直前 に発 言

した兵 士 で は な くさ らにそ の前 の発 言 者 で あ る金持 ち にな っ た方 の兵士 を受 け てお り、 指

示 す る対 象 が現 代語 とは異 なって い る。 その ためSteinerの 現代 語 訳 では この 部分 はdieser

で は な くderandereと い う表 現 に改 め られ てい る。

・sysoltensickaniremsoldbenugenlassen .

この箇 所 はル カ に よる福 音 書3章14節Lukas3.14.。Beraubtunderpre敗niemandund
エ7)

seidmiteuremSoldzufrieden!"「 人 をお どか した り、 だ ま し取 った りして は い けな い。 自

分 の給 与 で満 足 してい な さい。」 か らの 引用 で あ る。 この時 代 の傭 兵 は原則 的 に は4Gulden

の給料 を受 け取 って い た と され るが、 実 際 に は給料 の遅 配 、 未払 い、 あ るい は布 、 衣装用
is)

品、具足 などによる現物支給が恒常化 していたとも言われている。 つ まり生活 してゆ くた

めには不安定な傭兵の給料 だけに頼 るわけにはいか ないため、そ こで傭兵たちが半ば公然

と行ったのが侵略 した土地 での 「略奪」であった。

・eswerenitubelgethan:

これは略奪 を しなか った貧 しい方の傭兵 の発言 だが、 この時代の兵士 には 自明の もの と

されていた略奪の権利 を当然の ことと行使 した傭兵 と、あ えてそれ を拒否 した傭兵 との対

置 という設定 を通 してWickr㎜ は、戦乱の絶 えない この宗教改革の時代 に熱心 なプロテス

タン トとしての信仰心 と倫理観 を聖書の言葉 を借 りて訴 えたのか もしれ ない。

II.4.Derandersprach:　 Achnein,meinlieberbruder,dieselbigzeitistnumen,esgadt

yetianderstzu.Wennduwiltbarmhertzigseinandnitdrauffgreiffen,uberkompstdein

lebtagnichts;dumu13timthun,wieichimgethanhab.Ichhabmichnitgsaumptmis

kistenfagenandandrenrencken;dumu13tesnemmen,wodusfindest,anddirniemants

lassenzuliebsein."Derarmgedachtderrednach.

金 持 ち の 方 が 言 っ た 。 「い や 、 お 前 、 そ れ は 違 う そ 。 こ ん な 機 会 は 二 度 と な い 。 今 は 事

情 が 違 う ん だ ぞ 。 情 に 流 さ れ て 手 を 出 さ な け れ ば 、 お 前 は 生 涯 何 も 手 に 入 れ る こ と は で き
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ないそ。俺がやったようにお前 もしなければいけない。おれは箱そ う じ(略 奪)や 他人 を

だ ますこ とをため らった ことなどない。お前 もそれ(金 品)を 見つけた ら奪い取 るんだ。

誰に も同情 してはいけない。」貧 しい方 の男は この話 をよく考 えてみた。

・yetzanderst:

「今は事情が違 う」 と略奪 を正 当化 し、 もう一人の貧 しい傭兵 に対 して略奪 を勧 める金

持ち傭兵 の発言は、先 に引用 した聖書の時代 とはまった く違 う現実の社会、戦乱 と宗教対

立が激化 していた この時代 の人 々の偽 らざる本音なのか もしれない。実際、当時の戦争は

一種の経済行為で、侵略 した土地か ら戦利 品(こ こには領主の所有物 と見な されていた住

民 も含 まれる)を 根 こそぎ奪 うことも、ある意味では労働に対す る正 当な報酬 と考 えられ、

また略奪 や破壊行為 は、抵抗 した都市 に対す る処罰 として正 当化 されていた とい う報告 も
19)

あ る。

・wennduwilt[ ...]seinandC...]greiffen:

こ こで はwennに 導 か れ る副 文 内で 定動 詞 の後 置 が行 われ ず 、 む しろ このwennは 語 順

に影響 しない並 列接 続 詞 の よう に使 われ て い るた め、 後 に続 く主 節へ の従 属性 が この 副文

に関 して は弱 まって い る よ うに思 わ れ る。

皿

III.1.Esbegabsich,da13syzunachtineinkammerschlaffengewisenwurden,andderarm

hatacht,woderreichseinseckelandkleinothinlegt,stundinallerstifleumbmittnachtauf

anderwutschtaul3desreichentascheneinguldinkettleinunndetwanfurzehengulden

muntz,machtsichmitdemdarvonvortag.

二 人 は 夜 同 じ 部 屋 で 寝 る よ う に 言 わ れ 、 そ し て 貧 し い 方 の 男 は 、 金 持 ち の 男 が 彼 の 財 布

袋 と 宝 石 を ど こ へ 置 く の か に 注 意 し て い た 。 皆 が 寝 静 ま っ た 真 夜 中 に 貧 し い 方 の 男 は 起 き

だ し て 、 そ し て 金 持 ち の 袋 か ら 金 の 鎖 と 約10グ ル デ ン の 金 貨 を ひ っ つ か ん で 、 夜 明 け 前 に

そ こ か ら 立 ち 去 っ た 。

・ineinkammer:

戦争が終 わ り除隊 した兵士はその時点で失業者 となるわけで、生計 を立て る手段 を失 っ

た傭兵たちは、平時にもかかわ らず強盗、追い剥 ぎあるいは殺 人、放火な どの暴虐、違法

行為 を行 う社会秩序 を乱す厄介者 の集団 となる。 もちろん当局 も除隊兵士 は即刻帰郷する

ように とい う命令 を出 し、従わぬ者 を取 り締 まろ うとするのだが、そんな中で禁令 を犯 し
20)

て まで除隊兵士 を宿 に泊め、か くまったのは 「宿屋 の亭主」 であった と言われ る。 このテ

209



社会文化学部論集 第6号

クス トで、一つの同 じ部屋 に泊め られた二人の傭兵 について も同様 の事情があった もの と

考え られ る。

皿.2.Doesabertagward,erwachetseingesellunndfandseinenl)rudernit,gedachtgleich,

eswirtnitrechtzugan,unndergreifftseinebulgen,lugt;somangleterderkettenunnddes

gelts.Darumberseimgesellenauffdemfu13nacheyletandergreiffinzuNurenberg,liesse

indagefencklichannemmen.

さ て 夜 が 明 け た 時 、 金 持 ち の 男 は 目 を 覚 ま し た が 、 彼 の 相 棒 の 姿 を 見 つ け る こ と は な

か っ た 。 金 持 ち の 男 は 様 子 が お か し い こ と に す ぐ に 気 づ き 、 自 分 の 袋 を つ か ん で 中 を の ぞ

い た 。 鎖 と お 金 が 彼 の も と か ら な く な っ て い た 。 そ こ で 彼 は 相 棒 の 足 取 り を 追 い か け 、

ニ ュ ル ン ベ ル ク で 捕 ら え 、 そ の 相 棒 は 投 獄 さ れ た 。

・ergreifft:

このergreifftは 強 変化 動 詞mhd.ergrifenの3人 称 単数 過去ergreifの こ と と思 わ れ るが、

こ こで は さ らに語 尾 にtが 付 加 され て い る。 こ の す ぐ後 に は 同 じ3人 称 単 数 過 去 と して

ergreiffと い う形 も用 い られ てい る ため 、 この語 尾 のtは 誤 記 か、 あ るい は規 則 変化 動 詞 の

過去 形 語尾 一teのeが 語 末音 消失 した もの とも考 え られ る。動 詞 変化 の規 則性 に は同時代 に

お い て も何 らか の揺 れが 生 じてい た もの と思 わ れ る。

・somangleterderkettenunnddesgelts .

=IhmmangeltendieKetteunddasGeld .(現 代 語)こ の よ うに 、原 文 で のmangelnは

「人」 を1格 の 主語 と して文 を構 成 してい るが、 これ に対 して現代 語 で は 「人 」 を3格 と

し、 そ して欠 如 して い る対 象 物 を主 格 と と らえ る把 握 の仕 方 に変化 して い る。

・darumb:

前 述 のindem同 様 、 このdarumb(=nhd.darum)も 副 詞 で はあ るが、 そ れ に続 く定 動

詞が 後置 され従属 接 続詞 的 な語順 に なって お り、 また、wennが 並列 接 続詞 的 に用 い られ た

例 もこの テ クス トに は見 られ た こ とな どか ら、 この 文献 で は副 詞 、従 属接 続 詞 と語 順 との

関係 整備 が まだ 進 んで い ない こ とが わ か る。

・Nurenberg:

こ こでNurnbergと い う特 定 の地 名 が現 れ るが 、Nurnbergは 当 時帝 国 自由都 市(直 轄 都

市)で 経 済 、文化 の 中心地 で あ った。 印刷 出版 も盛 ん で1500年 頃 にはAデ ュ ー ラー、H.

ザ ックス な どが活 躍 した都 市 と して よ く知 られ て い る。 また1450年 よ り職 匠歌 の 中心 的学
21)

校 も設立 され、1524年 には宗教改革 を受け入 れプロテス タントの町 となってい る。熱心 な

プロテスタン トであったWickramの 文学活動においてNurnbergは 非常に重要な意味を も

つ町であった ように思 われ る。
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N

N.1.Undalseinersamerradtdengefangnenzuredstalt,warumberdemdiekettensampt

demgeltentragenhette,gabeerantwort:　 Erhatsmichgeheissen."Deranderverneinets,

erheftsinnitgeheissen;diserbestund,erheftsingeheissen.Nundieherrenbegeretenein

rechtenberichtvomarmen,wieersingeheissenheft.

さ て 名 誉 あ る 市 参 事 会 員 が こ の 囚 人 に 、 な ぜ お 金 と も ど も 鎖 を 彼 か ら奪 っ た の か を 尋 ね

た 時 に 、 囚 人 は 答 え た 。 「あ い つ が 私 に そ れ を 命 じ た の で す 」。 も う 一 人 の 方 が 、 自 分 は そ

れ を 彼 に 命 じ て な ど い な い と 否 定 し た 。 こ の 男(貧 し い 方 の 囚 人)は 、 彼 が 自 分 に そ れ を

命 じ た と 主 張 し た 。 そ れ で 市 参 事 会 員 た ち は 貧 し い 方 の 男 か ら 、 金 持 ち の 男 が 貧 し い 方 の

男 に ど の よ う に 命 じ た の か に つ い て の 正 確 な 報 告 を 求 め た 。

・diser:

ここで のdiserも 直 前 の発 言者derander(金 持 ち に な った傭 兵)で はな く、 さ らにそ の

前 に発 言 して い る囚 人 とな っ た傭 兵 を指 して い る。 直 前 とい う意 味 で はderanderの 発 話

文 中の 人称 代名 詞in(囚 人 とな った傭兵)を 受 け る とい う可 能性 もあ るが、Steinerは この

diserをjener(前 者)に 置 き換 えて現 代 語 に訳 して お り、jener-dieserで 把 握 され る関係
22)

が時代 によ り変化 してい る可能性が考 え られる。

N.2.Doerzelletderarm,wieerimhetteeinleergeben,ersoltethan,wieerimgethon

hette,ersoltkeinbarmhertzigkeitmitniemanthan,sundersopsnemmen,woersfunde;er

heftimauchalsogethan,sohetteersnienenba13konnenbekommenandbelderdannbey

Seimgesellen,derbeyiminderkammergelegenwere.

そ こ で 貧 し い 方 の 男 は 、 金 持 ち の 男 が 彼 に ど の よ う な 教 え を 与 え た の か を 述 べ た 。 そ の

教 え と は 、 貧 し い 方 の 男 は 、 金 持 ち の 男 が や っ た よ う に や れ 、 誰 に 対 し て も 同 情 心 な ど 持

た ず に 、 見 つ け た ら と れ 、 と い う も の だ っ た 。 貧 し い 方 の 男 は 金 持 ち の 男 に 対 し て 教 え 通

り に し 、 そ う し て 彼 は 、 部 屋 の 中 で と な り に 横 た わ っ て い る 相 棒 か ら 他 の ど こ よ り も う ま

く、 そ し て 素 早 く そ れ(金 品)を 手 に 入 れ る こ と が で き た 。

・erzellet:

これ は現 代語erzahlenの 過 去形erzahlteに 対応 す る ものだ が、 この場 合 の過 去 形規 則変

化 語 尾 が 一etと な って お り、 これ は英 語 型 の過 去 形語 尾 一edに 相 当す る もの と考 え られ る 。

このテ クス トに は他 にprediget,erwachet,nacheyletな ど同 様 の語 尾 を もつ過 去形 が 見 られ

る。
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・funde:

この 語 はmhd.vindenの 接 続 法 過去 単 数vUndeと 同 じもの と考 え られ、Nhd.で はfande

とい う形 で用 い られ る。現 在 にお いて も過 去形 と接 続 法過 去 とで 変音 す る母音 が 異 な って

い る もの にはstiinde(stand)、stiirbe(starb)、wiirfe(warf)な どが あ るが、findenの 場合 、

fiindeと い う形 が 現 在 で は用 い られ な くな りfandeが 接 続 法過 去 の 形 と して定 着 してい る

の に対 し、stehen、werfenに つ いて は、Mhd.の 直説 法 過去複 数変 化 の幹 母音 を もつstiinde,

wurfeが そ れ ぞれ現 在 で は定 着 し、stande、wadeの 方が む しろ後 退 す る とい う逆 の現 象 が
23)

見 られ る。

・belder:

これ は現 代 語baldの 比 較 級balderで あ るが、 現 在 で はbaldを 比 較級 の形 にす る こ とは

あ ま りな く、balderをeherで 代 用 す る こ とが多 い 。

・were:

こ こで はliegenが 完 了 時称 にお いてsein支 配 とな って お り、 南 部地 域 の特 徴 が見 られ る。

これ に対 してSteinerの 現 代 語訳 で はhatteが 用 い られ てい る。

N.3.Alsoerkanntendieherren,ersoltimdiekettinwidergebenunnderdasgeltbehalten,
24)e

damiterwiderhelmmochtzerunghaben,anddisersoltkeinenalsomerleerenreich

werden.

そ こで市 参事 会 員 た ち は判決 を下 した。 そ の判 決 は、 貧 しい方 の男 は金持 ちの男 に鎖 を

返 して、 お金 は貧 しい 方 の 男 が再 度 の 帰 郷 の 際 に 費用 を持 っ てお くこ とが で きる よ う に

取 って お くべ し、 そ して この男(金 持 ちの男)は 、 金 持 ちに なる方 法 を誰 に も二度 と教 え

て はい け ない 、 とい う もので あ った。

・heim:「 故郷への道 中」[=aufseinemHeimweg]

このテクス トでは共 に出征 してLandsknechteと なった若者が、戦争が終 わって帰郷す

る際に再会する とい う設定であった。前述 のように、除隊後は速やか に故郷に帰 るべ しと

いう命令が雇い主の王侯(皇 帝)に よって出 されてはいたものの、 これはLandsknechteが

それぞれの故郷で まっとうな職場 と住居 を持 ってお り、除隊後 はまた故郷で以前の状況 に

復帰で きるということを前提 とした命令であって、実際には故郷で生活す るすべがないた

めに傭兵 となった者がほ とん どであったか ら、除隊後 に命令通 り帰郷す る者は少数 しかい

なかった。 そ して帰郷で きない まま他の領地 を強盗、略奪 しなが ら浮浪する者が多か った

のは先 に述べ た通 りである。そ してこの ような除隊兵士 問題が後の絶対主義国家における

常備軍創設 の一因になった もの と考 え られる。
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滑 稽 話 集DasRollwagenbUchlinに お け るLandsknechtの 話 ・注 解

お わ りに

以上、16世 紀の ドイツにおける傭兵 を扱 ったSchwankの 一つを考察 して きたが、語学 的

側面 に関 してはここで触 れることがで きなか った問題 もまだ多 くあ り、 また内容面につい

て も調べ るべ き点が多々残 されている。今後 さらにこのSchwank集 に収め られている傭兵

の話 を始めその他の物語 をも資料 として、 当時の言語状況、社会的背景 をさらに分析す る

ことによ りテクス トの理解 を深めたい。

注

1)名 古 屋 初 期 新 高 ドイ ッ 語 研 究 会 訳:「 道 中 よ もや ま 話 」 講 談 社2001.S.270f.

2)こ のSchwank集 に は 傭 兵 を 扱 っ た も の と し て 、 第7話 、 第14話 、 第15話 、24話 、 第40話 、 第42話 、

43話 、44話 な ど が あ る 。

3)Meyersgrol3esTaschenlexikonin25Banden.7Aufl.Mannheim1999.Bd.13.S.41.

4)LexikondesMittelalters.StuttgartWeimar1999.Bd.V.S.1679.

Trubnerに も 同 様 の 解 説 が あ り、Landsknecht、Lanzknechtの 初 出 は そ れ ぞ れ1486年 、1502年 と い う

記 述 が あ る 。(TriibnersDeutschesWorterbuch.Begr.vonA:Gotze,hg.vonW.Mitzka.8Bde.Berlin

1939-1957.Bd.4.S.361.)

5)ReinhardBaumann(菊 池 良 生 訳):「 ドイ ツ 傭 兵 の 文 化 史 」 新 評 論2002.S.5f.

6)菊 池 良 生:「 傭 兵 の 二 千 年 史 」 講談 社2002.S.74,89.

7)Grimm,J./Grimm,W.:DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854-1971.(dtv5945)Bd.12.S.137.

8}ReinhardBaumann:a.a.0.,S.6$.

9)AugustLubben:MittelniederdeutschesHandworterbuch.Darmstadt1995.S.196.

10)Landsman(同 郷 の 人)-Landman(農 夫)と い っ た 造 語 法 の 違 い が 語 義 の 相 違 に 反 映 さ れ た 現 代 語

の 例 も あ る 。

11)　 einarmereinfacherlantzknecht"(S.32},,>Dergutthack[=Kerl,Bursch]"{S.66),　 dergutgesell"

(S.66),　 DergutbruderVeit[=Landsknecht]"(S.66),　 Dergutkarle"(S.67),　 Dergutarmtropff"

(S.67),　 Dergutkriegf3mann"(S.71),　 demgutenlantzknecht"(S.71),　 dergutlantzknecht"(S.74)

な ど 。

12)知 識 層 に 属 す る 村 の 学 校 教 師 な どが 募 兵 に 応 じた と い う例 も 報 告 さ れ て い る 。 鈴 木 直 志:「 ヨ ー ロ ッ

パ の 傭 兵 」 山 川 出 版 社2003,S.18.

13}ReinhardBaumann:a.a.O.,S:83.

14)Steiner,Gerhard:JorgWickram・DasRollwagenbuchlein.Berlin1957.S.35.

15)原 文:DerBackerwazeinschimpfigMannandwazzornig[...](S.58)

現 代 語 訳:DerBackerwareinleichterregbarerMann,erwurdezornig[_](S.169)

原 文:DawazerabereinBackrknecht.(S.60)

現 代 語 訳:Eulenspiegel[_]wurdedortwiedereinBackergeselle.(S.170)

原 文 で は い ず れ もseinに よ っ てzornig,Backerknechtと い う状 態 が 表 現 さ れ て い る の に 対 し、 現 代 語

で は こ れ を 、 そ の 状 態 へ の 変 化 と い う 形 で と ら え て い る 。(原 文:Lindow,Wolfgang:Einkurtzweilig

LesenvonDilUlenspiegel.Stuttgartl966,1978./現 代 語 訳:Sichtermann,SiegfriedH.:HermannBote.

EinkurzweiligesBuchvonTillEulenspiegelausdemLandeBraunschweig.2.Aufl.Frankfurta.M.

1981.)

一213一



社会文化学部論集 第6号

16)塩 谷 饒:「 ル タ ー 聖 書 の ドイ ツ 語 」 ク ロ ノ スS.69f .

17)DeutscheBibelgesellschaft:DieBibel(nachderIJbersetzungMartinLuthers)Stuttgart1975.Das

NeueTestament:S.64.

18)ReinhardBaumann:a.a.O.,S.127.

19)鈴 木 直 志:a.a.0.,S.48fε

20)ReinhardBaumann:a.a.4.,S.194f.

21)藤 代 幸 一 、 岡 田 公 夫 、 工 藤 康 弘:「 ハ ン ス ・ザ ッ ク ス 作 品 集 」 大 学 書 林1983 。S.7.

22)diserが 心 理 的 な 近 さ と い う 観 点 か ら 用 い ら れ た 可 能 性 も あ る 。

23)werfenの 場 合 、wadeとwerfeと の 混 同 を 避 け る た め にwiirfeの 形 が 定 着 し た 可 能 性 も 考 え ら れ る 。

24)こ こ に もdiserが 直 前 に あ る 「後 者 」 で は な く 「前 者 」 を 受 け て い る 例 が 見 ら れ る 。

上 記 以 外 の 参 考 文 献

Baufeld,Christa:Kleinesfruhne:zhochdeutschesWorterbuch .Tubingen1996.

Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.

Gore,Al丘ed:FriihneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlinl967.

Lexer,Matthias:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.

Stuttgart1992.

Paul,Hermann:DeutschesWorterbuch.10.Aufl.Tubingen2002 .

伊 東 泰 治 他:「 中 高 ドイ ツ語 小 辞 典 」 同 学 社1991.

工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一:「 初 期 新 高 ドイ ツ語 」 大 学 書 林1992 。

関 口 存 男 著 作 集 翻 訳 ・創 作 篇2・3・4:「 阿 呆 物 語 」 三 修 社1994.

キ ー ワ ー ド:初 期新 高 ドイ ッ語 滑 稽 話 傭 兵 民 衆 本 ドイ ツ文 学

Keywords:Fruhneuhochdeutsch,Schwank,Landsknechte,Volksbuch,DeutscheLiteratur

214一


